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研究成果の概要（英文）：In this study, we traced out couples in love and investigated the factors 
that predict stalking behavior after their end of love. One thousand couples were surveyed 
continuously for two years. I could track to the end of the 314 couples. Of these, 104 people had 
their love relationship closed in two years. A psychometric scale was developed to measure the 
extent of the stalking after the end of dating in these couples. Gender and dating status did not 
affect the score on this scale. However, it turned out that the partner's gambling habit and social 
deprivation tend to predict stalking. Based on this result, I made a formula to predict the stalking



































































と交際している全国の 18 歳～39 歳までの未婚の男女 1000 名（男性 500 名，女性 500 名）を調
査対象としてウェブ調査を行った。調査に関する概要説明，データの使用方法などについての
説明文書を呈示し，調査対象となることに同意したもののみに対して調査を行った。この手続
きは第 1 回，第 2 回両方で同様な方法で行われた。第 1 回調査は平成２８年１２月に行われ，
交際の状況や期間，自分や交際相手の属性に関する質問に回答させた。その後，1 年間の間隔
を置き，平成２９年１２月に第 2 回調査，2 年間の間を置き，平成３０年１２月に第 3 回目の
調査を行った。第 1 回目から第 3 回目の調査すべてに参加したのは，349 名（男性 224 名，女
性 125 名）であった。彼らのうち，245 名は 2 年間にわたって交際継続中であった。2 年間の間









 2 年間の追跡期間に於いて交際が終了した 104 人について本研究では分析対象とした。分析
対象者は，男性 64 名，女性 40 名，平均年齢は，29.46 歳（s.d. 6.63），男性 30.87 歳（s.d. 6.44），





「よくあった（５）」の 5 段階で評定させた。各項目ごとの平均評定値を Table に示す。 












 次に上記で構成された交際終了後のつきまとい・ストーキング尺度 26 項目の合計点について
分析を行った。この尺度の得点は 26 点から 113 点までに分布しており，平均点 34.30，標準偏





わかった。また，別れてからの期間を 2 年前，1 年前，半年前，最近に分類させ，つきまとい・
ストーキング尺度得点の関連をみたところ，得点は 29.6(s.d.10.5), 28.15(s.d.5.97), 













は固有値１，回転はプロマックス回転で行った。その結果，第 2 因子までで全体の 67.12％の分






 上記の尺度において，合計点が 52 点以上のものを比較的シビアなつきまとい・ストーキング
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